





1. 『緑本』 (『自己組織性の情報理論』 新曜社)















































中京経営研究 第18巻 第1号 33











ブリルアン (Leon Brillouin, 1889～？), 彼
の著書 Science and Information Theory, 1956.






















































































































































である｡ ここで Kは定数, そして“ln”は底が e
の自然対数を意味する｡
情報, その自然言語と科学言語
中京経営研究 第18巻 第1号 35
公式 (1. 1) で対数を用いるのは, 情報に加法的
性質をもたせたいという事実によっている｡ 二つ
の独立な問題を考えてみよう｡ 一つは P01 個の先








I11＝Kln P01, I12＝Kln P02
である｡ この二つの問題を解くのに必要な総情報










































































































































中京経営研究 第18巻 第1号 37
科学言語としての情報の体系
1 非記号情報
Ⅰ 情報 (物) シグナル情報































































いない｡ 彼が人間の形相＝本質を 『霊魂論』 で
書いていることは知られている｡
形相は, 自然言語のギリシャ語 eidos であり,
見られたもの, 知られたもの, かたち, (英)
form, (独) Form, 仏 (forme) であり, そ
れはアリストテレスの唯物論的に把握せられて










































































































































の 4層に分け, その第 4層最狭義のものを自然
言語の情報と位置づけた根拠を 『緑本』 の第 1
部第 1章 ｢情報｣ につづく第 2章 ｢情報処理｣
において述べている｡ ちなみに, その第 3, 4,
5, 6 章は ｢自己組織性｣ 論であり, 吉田情報
論におけるキイ・コンセプトである記号, プロ
論 文





























吉田 『緑本』 p. 88.
グラムの何たるかは, ここで述べられている｡
科学言語の情報と自然言語の情報の問題につ




房, 1995 の第Ⅰ部に納められた彼の講演 ｢シ
ステム, 情報, 自己組織性｣ (以下 『講演』 と
略称する) における論述をとり上げることにし
よう｡





彼は言う｡ ｢a. 自然言語の情報｣ については,
｢情報の概念のエッセンスは, 伝達されるなに
か, 認識を与える何か, 意思決定に影響を与え













報は ｢記号の系列｣ であり, それは〈プログラ
ムとデータ〉に 2分される｡
そして最後に, 第 3番目の情報として ｢c. 遺
伝子情報｣ が出されている｡ これについて吉田


















































































































































































された差異集合｣ であり, ｢差異集合｣ であり,
｢差異｣ であり, それは ｢パタン｣ であり ｢形
相｣ である｡ それは,〈物質・エネルギー〉＝
〈質料〉とともにだ, と言うのである｡
ここで, この 『講演』 における吉田情報論の
論述すなわち〈自然言語の情報の拡張〉の筋道















在する問題の 2者である｡ そしてこの 2つの問
題は, 前節において最広義の情報である情報一
情報, その自然言語と科学言語





































2003 年, 第 7 章 ｢理論的一般的な〈新しい学






















































CHUKYO KEIEI KENKYU Vol. 18 No. 144
報〉という言葉ほどその乖離の大きなものは珍
しい｡ その乖離を明確にするのが学術のつとめ


























































この ｢あるものごと｣ ＝ ｢特定の事物｣ の











































件である ｢特定の事物｣ の ｢特定｣ を除いて事
物だけを残し, ｢知らせ｣ ＝ ｢伝達｣ さえも除





















＝ ｢伝達｣ という 2大要件の一つを除去し捨象
してしまったのである｡ ｢知らせ｣ ＝ ｢伝達｣
は関係概念である｡ 吉田の情報は伝達されたも












































起確率｣ ないし ｢一定の形相の生起確率｣ をベー
スにして構成されている｡ その ｢差異＝パタン｣































この 01 は電気の onと off に変換され, それは
信号シグナルとして発信, 電送され, 受信され
る｡ 受信された on と off は符号化され, 文字







り, 符号もまたシンボルである｡ だが, シンボ





































































































さてここまで来て, 彼は ｢第 4の自然界また






8) 第 4 の自然界または第 4 の存在領域としての
｢計算機界｣
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れ, 設計科学を公認したとすれば, 人類社会が 20
世紀後半以降, 惑星地球上の自然進化の次なる段





















開されている｡ これは, 『緑本』 の第Ⅰ部 ｢情
報・情報処理・自己組織性｣ にそのまま相応す


















変換 (飜訳など)・意味変換 (計算や数理, 連
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と形相｣ でいう ｢形相｣ 範疇の現代版であるとい
う理解に到達する｡ その際 ｢質料｣ は, むろん物
















の ｢一元論的な質料＝形相結合体｣ が, 生物界お
よび人間界においては ｢意味する, そして制御す



































































































































意味 (＝指示対象) と直結し, シンボルは表象
的意味 (＝意味表象) と直結する｡〈意味〉や
論 文






































































































































































































































































という言葉が 20 世紀につくられた｡ 自然言語
natural language とは ｢人間が自然に習得し
使用する言語, 日本語・英語など｡ 人工言語｣

































































































































































中京経営研究 第18巻 第1号 57
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技術世界を, どうしてNo Man's Land と言う
のであろうか｡
情報, その自然言語と科学言語












































































































































































中京経営研究 第18巻 第1号 61
L. ブリルアンは, ｢情報科学の世界は No




























F. de Saussure, Cours de Lingaistique, 1949.
ソシユール. 小林英男訳 『一般言語学講義』 岩波
書店｡ 人間的事象における言語の位置・定義・分
析, そして記号｡
E. Cassirer, Die Philosophie der Symbolischen
Formen, 1923, 1925, 1929. カッシーラ・生松敬三・
木田元訳 『シンボル形式の哲学』, 第 1 巻言語, 木
田元訳 『第 2 巻 神話的思考』, 木田元・村岡要一
訳 『第 3 巻 認識の現象学』, 木田元訳 『第 4 巻
認識の現象学』 岩波文庫｡




I. Prigogine and I. Stengers, 1984. I. ブリブジ
ン／I. スタンジェール. 伏見康治・伏見譲・松本
秀明訳 『混沌からの秩序』 みすず書房｡ 科学とは
何か, 技術とは何か｡ 随伴的結果論の視点から読
み返したい｡
N. Chomsky, Language and Mind, 1972. チョ
ムスキー・川本茂男 『言語と精神』｡
V. E. Turchin, The Phenomenon of Science,
1977. V. F. トゥルチン. 鏡目恭夫・林一訳 『人間
の現象としての科学Ⅰ・Ⅱ』 岩波現代選書｡ 人間,
言語, 思考, ギリシャ, デカルト, 科学, メタ科
学に論及したサイバネティックス｡
G. Bateson, Mind and Nature, 1979. G. ベイト
ソン. 佐藤良明訳 『精神と自然』 新思索社他｡ 吉
田と異なったサイバネティックスに立つ情報論｡





吉田情報理論批判｣ (『中京経営研究』 第 15
巻第 2号, 2006 年 2 月)
② ｢情報と記号 吉田情報理論批判覚書｣
(『同上』 第 16 巻第 2号, 2007 年 2 月)
③ ｢N. ウィーナー：サイバネティンクス覚書｣
(『同上』 第 17 巻 1・2 号, 2007 年 12 月)
④ 経営学を学んで来た者の問題意識から, ｢情報
の概念について N. ウィーナーと吉田民人｣
(神奈川大学 『商経論書』 39－4, 2004 年 3 月)
論 文
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